
は じ め に

愛媛県における食虫類の生息記録は，分類学的研究の

ための採集報告，開発に伴う環境調査報告，特定地域の

動物相に関する調査報告などによるものがある．今回，

過去に発表された文献と県内に収蔵されている標本を確

認し，２００４年までの県内の食虫類の採集記録を整理する

ことを試みた．なお，今回確認した文献以外の文献や生

息地に関する情報があればご教示いただきたい．

調 査 方 法

調査は過去に発表された文献と県内に収蔵されている

標本を調査の対象とした．文献のうち生息地の記載につ

いて「四国」とのみ記載されたものは除き，「愛媛県」

及び県内の市町村名，大字名，山名，山域の名称，河川

の名称が記載されているものを採用した．天狗高原など

隣接する県を含む地名表記の場合も参考として採用し

た．なお，愛媛県の食虫類に関する記載のある文献を全

て網羅する点から，引用による記載も含めている．

標本は愛媛県総合科学博物館（EPSM）と愛媛県立博

物館および著者が所蔵している標本を対象とした．

記載内容は愛媛県内における生息状況の概要，文献に

よる確認では採集地名，著者，発行年とした．採集地名

は文献の記載に従ったが，山名や大字名のみの場合は，

市町村名を加えて記した．ただし，河川名のみの場合や

複数の市町村を含む地域で，調査地が特定できないもの

については文献に表記のとおりとした．また，旧市町村

名の場合は，現在の市町村名を付記した．標本による確

認は採集地名，標本番号，雌雄，標本を記録した．分

類，学名は阿部（１９９８）に従った．

記 載

トガリネズミ

Sorex shinto Thomas，１９０５

県東部の標高８００�以上の山地から記録がある．採集
された環境は，瓶ヶ森のササ原（♂２♀２）（宮尾ほか，

１９６６），石鎚山の標高１８００�から１９００�のシコクシラベ
林（５頭），同標高のササ原（１頭），標高１６００�のブナ
林（１頭）（Abe et al.，１９７０）などである．本種は高山

の森林や低木林などの落葉層や腐植層に生息し，昆虫

類，クモ類，ジムカデ類などを捕食するとされる（阿

部，１９９４）．

なお，四国に生息するものは亜種シコクトガリネズミ

Sorex caecutiens shikokensis とされ，Abe（１９６７）により

新居浜市下兜山（標高９００�）で１９５９年４月１６日に採集
された雄の成体にもとづいて記載された．

〈文 献〉

伊予三島市佐々連尾山（Abe，１９６７）（現，四国中央市）

新居浜市下兜山（Abe，１９６７）

石鎚山（Abe et al.，１９７０；森川，１９７９；森川，１９６０）

成就（鶴崎・佐藤・小松，１９７７）（現，西条市）

西条市瓶ヶ森（宮尾ほか，１９６６）

〈標 本〉

面河村土小屋 EPSM-M-９１３，本剥製．

石鎚山 EPSM-M-９１４，液浸標本．

愛媛県における食虫類の生息記録

山本貴仁１・宮本大右２・山本栄治３・西原博之４

List of Insectivores in Ehime Prefecture, Shikoku Japan.

Takahito Yamamoto, Taisuke Miyamoto, Eiji Yamamoto, Hiroyuki Nishihara

We gathered the previous literatures and specimen records about the insectivores in Ehime Prefecture. As a result,

six species (Sorex shinto, Crocidura dsinezumi, Dymecoden pilirostris, Urotrichus talpoides, Mogera wogura,

Mogera imaizumii) and one fossil species (Chimarrogale platycephala) were recognizd.

愛媛県総合科学博物館研究報告，�１０，２９－３３，（２００５）

資 料

１ 愛媛県総合科学博物館 学芸課 自然研究科
２ 〒７９８－００２７ 宇和島市柿原３４９ ネイチャー企画
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４ 〒７９０－０９１１ 松山市桑原６丁目２－１１
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カワネズミ

Chimarrogale platycephala（Temminck，１８４２）

現在のところ化石からの記録のみであり，採集の記録

はない．黒田（１９４０）によると，折居氏からの伝聞とし

て四国に分布すると記録されている．しかし，その後の

生息記録がないことから，絶滅または，生息記録そのも

のを見直すべきとの意見もある（阿部，１９９８）．阿部

（２００３）は，久万高原町面河川源流と番匠谷にてカワネ

ズミの捕獲調査を行ったが生息は確認できなかった．

化石は大洲市肱川町敷水のカラ岩谷遺跡より発見され

（長谷川，１９９６），更新世後期のものとされている

（Shikama & Hasegawa１９６２）．この化石は現在，大洲市

風の博物館で保管されている．

ニホンジネズミ

Crocidura dsinezumi（Temminck，１８４２）

県内の海岸付近から山地にかけて広く分布するが島嶼

部での採集記録はない．採集された環境はブナ林，河畔

林，水田，草地，雑木林（山本・土居，２０００），河川敷

の草地（財団法人リバーフロント整備センター，１９９９），

低山の二次林（新居浜市大生院産標本 EPSM-M-９１０），

海岸の埋立地（大洲市長浜拓海産標本 EPSM-M-７７２，

７７３）と多岐にわたり，家屋内で採集された例もある

（山本・土居，２０００）．また，地上性の昆虫を採集する

ピットホールトラップでもしばしば採集されることがあ

る．小田町では１９８０年３月３０日に地面に倒していたクリ

の木にあったアオゲラの古巣で２頭の幼獣が確認された

例がある（山本，１９８２）．また，川之江市川滝町下山

（現，四国中央市）では１０月に幼獣１頭が採集されてい

る（EPSM-M-９０９）．小田町吉野川（山本，２００４a），小

田町小田深山小屋山（山本・土居，２０００）では２頭が同

時に採集された例がある．松山市のレッドデータブック

では準絶滅危惧種とされているが（まつやま自然環境調

査会，２００２），県内に広く分布し，生息する環境も多岐

にわたることから，評価を再考する必要がある．

〈文 献〉

愛媛県（黒田，１９４０）

石鎚山（森川，１９７９）

今治西部丘陵（今治 NPO サポートセンター，２００３）

高縄山（Abe，１９６７）

松山市（今泉，１９６０；Abe，１９６７，まつやま自然環境

調査会，２００２）

面河村面河渓（Abe et al.，１９７０）（現，久万高原町）

小田町（山本，１９８６，山本・土居，２０００）（現，内子町）

小田町吉野川（山本，２００４a）（現，内子町）

小田町小田深山小屋山（山本・土居，２０００）（現，内

子町）

肱川（財団法人リバーフロント整備センター，１９９９）

〈標 本〉

愛媛県 EPSM-M-７８３♀，毛皮標本．

川之江市川滝町下山 EPSM-M-９０９，液浸標本．（現，

四国中央市）

新居浜市大永山 EPSM-M-９０８♂，本剥製．

新居浜市大生院 EPSM-M-９１０，液浸標本．

小田町 EPSM-M-７３２，EPSM-M-７７４，毛皮標本．（現，

内子町）

大洲市長浜拓海 EPSM-M-７７２♀，EPSM-M-７７３♀，

毛皮標本．（現，大洲市）

西海町高茂岬 EPSM-M-８６０，頭骨標本．（現，愛南町）

肱川町見の越 ネイチャー企画所蔵 Nak-００３９２，液

浸標本．（現，大洲市）

広見町中野川 ネイチャー企画所蔵 Nak-００１０８，冷

凍標本．（現，鬼北町）

津島町高田 ネイチャー企画所蔵 Nak-００３７４，冷凍

標本．

津島町岩松 ネイチャー企画所蔵 Nak-００３７５，冷凍

標本．

ヒメヒミズ

Dymecoden pilirostris True，１８８６

県東部の標高８００�以上の山地から記録がある．採集
された環境は，石鎚山では標高１８００�から１９００�のシコ
クシラベ林（６頭），同じ標高のササ原（３頭），標高

１６００�のブナ林（７頭）であった（Abe et al.，１９７０）．

雌雄によるサイズの差は認められていないが，四国の個

体は本州の個体に比べてやや大型であるとされる

（Abe，１９６７）．

〈文 献〉

伊予三島市佐々連尾山（Abe，１９６７）（現，四国中央市）

新居浜市下兜山（Abe，１９６７）

石鎚山（Abe，１９６７；Abe et al.，１９７０；森川，１９７９；

森川，１９６０）

面河村番匠谷（森川・石川・芝・松井，２０００）（現，

久万高原町）

西条市笹ヶ峰（豊永・浜田，１９８９）

ヒミズ

Urotrichus talpoides Temminck，１８４１

県内の平野部から山地まで広く生息するが，島嶼部か

らの採集記録はない．石鎚山で行われた調査では，標高

１６００�のブナ林で１頭，標高１１００�のツガ林・広葉樹林
で４頭，標高７００�のモミ・ツガ・広葉樹林で３頭が採
集されているが，標高１８００�から１９００�の調査地点では
採集されていない（Abe et al.，１９７０）．採集された環境

は，マツ林，マツ・ヒノキ・スギの混合林（金子，

１９８３），スギ林（宮尾ほか，１９６６），ウラジロモミ林，ブ

愛媛県における食虫類の生息記録
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ナ林（鶴崎ほか，１９７７），ヒノキ植林（白附，１９７６）な

どである．旧小田町では「くちぼそ」と呼ばれている

（山本・土居，２０００）．

〈文 献〉

愛媛県（黒田，１９４０）

伊予三島市佐々連尾山（Abe，１９６７）（現，四国中央市）

土居町北野高曽根（金子，１９８３）（現，四国中央市）

新居浜市下兜山（Abe，１９６７）

西条市西之川（宮尾ほか，１９６６）

小松町成就（鶴崎・佐藤・小松，１９７７；白附，１９７６）

（現，西条市）

石鎚山（Abe et al.，１９７０；森川，１９７９；森川，１９６０）

今治市長沢（金子，１９８３）

今治市孫兵衛作細神社（金子，１９９２）

今治市延喜宅間（金子，１９９２）

松山市（まつやま自然環境調査会，２００２）

重信川（財団法人リバーフロント整備センター，１９９７）

面河村土小屋（鶴崎・佐藤・小松，１９７７）（現，久万

高原町）

面河村面河渓（Abe et al.，１９７０；Endo，１９９６）（現，

久万高原町）

皿ヶ峰（Thomas，１９０５；Abe，１９６７）

小田町（山本，１９８６，山本・土居，２０００）（現，内子町）

小田町真弓峠（森川・芝，１９６８）（現，内子町）

小田町上川地区（森川・芝，１９６８）（現，内子町）

小田町獅子越峠（山本・土居，２０００）（現，内子町）

小田町小田深山小屋山（山本・土居，２０００）（現，内

子町）

大川嶺生草谷（森川，１９６７；森川・芝，１９６８）

天狗高原（森川，１９６６，山本・土居，２０００）

滑床（環境庁自然保護局，２０００）

〈標 本〉

愛媛県 EPSM-M-７５７，本剥製

伊予三島市富郷町中尾 EPSM-M-７７５♀，毛皮標本．

（現，四国中央市）

新居浜市大生院 EPSM-M-７４３，毛皮標本．

西条市瓶ヶ森子持権現付近 EPSM-M-７３０，液浸標本．

松山市湯山杉立 EPSM-M-４０９，乾燥標本．

松山市米野町 EPSM-M-７４２♀，毛皮標本．

小田町 EPSM-M-７３７♀，EPSM-M-７４０，EPSM-M-７４１

♀，毛皮標本．EPSM-M-９１２♂，頭骨標本．（現，

内子町）

小田町小田深山笠取山 EPSM-M-７４４，毛皮標本．

（現，内子町）

大洲市北只 ネイチャー企画所蔵 Nak-０００９３，冷凍

標本．

松野町石が内 ネイチャー企画所蔵 Nak-０００７２，骨

格標本．Nak-０００７３，冷凍標本．

宇和島市御幸町 ネイチャー企画所蔵 Nak-００３８６，

冷凍標本．

コウベモグラ

Mogera wogura（Temminck，１８４２）

県下の平野部から山地に広く生息する．内子町小田深

山小屋山の標高１１５０�付近で採集された例が最も標高の
高い採集記録である（山本・土居，２０００）．島嶼部では

芸予諸島の大島で採集されているが（川口ほか，１９９９）

大三島，伯方島，岡村島，弓削島，佐島，岩城島，生名

島のほか，忽那諸島の睦月島では生息調査が行われてい

るものの生息は確認されていない（金子，１９７４；川口ほ

か，１９９９；川口・法専，２００３；川口，２００３）．また，忽

那諸島の中島ではモグラ類の坑道が確認されており，生

息の可能性があるが捕獲には至っていない（川口，

２００３）．

採集された環境はブナ林（山本・土居，２０００），モミ・

ツガ・広葉樹林（Abe et al.，１９７０），河川敷（財団法人

リバーフロント整備センター，１９９９）などである．

繁殖に関しては内子町吉野川で，２００２年４月２０日に幼

獣１頭が確認された例がある（山本，２００４d）．旧小田町

では「おごろ」と呼ばれる（山本・土居，２０００）．

〈文 献〉

大島（川口ほか，１９９９）（今治市）

面河村面河渓（Abe et al.，１９７０）（現，久万高原町）

松山（今泉，１９６０，まつやま自然環境調査会，２００２）

小田町（今泉，１９６０，山本，１９８６；山本・土居，２０００；

山本，２００４b）（現，内子町）

小田町吉野川（山本，２００４c；山本，２００４d）（現，内

子町）

小田町小田深山小屋山（山本・土居，２０００）（現，内

子町）

肱川（財団法人リバーフロント整備センター，１９９９）

滑床（環境庁自然保護局，２０００）

内海村（愛媛県高等学校教育研究会理科部会生物部門

編，２００４）（現，愛南町）

〈標 本〉

愛媛県 EPSM-M-７９０♂，仮剥製．

新居浜市大生院 EPSM-M-７９１♂，仮剥製．

西条市飯岡 EPSM-M-７９２♂，仮剥製．

重信町牛渕 EPSM-M-９１１，頭骨標本．（現，東温市）

松山市鷹ノ子町 愛媛県立博物館標本．

小 田 町 EPSM-M-７５８♂，本 剥 製．EPSM-M-７８７，

EPSM-M-７８９♀，EPSM-M-７９３♂，EPSM-M-７９４♂，

仮剥製．（現，内子町）

小田町小田深山小屋山 EPSM-M-７８８♀，毛皮標本．

（現，内子町）

中山町下野中 EPSM-M-７９６♀，仮剥製．

山本貴仁・宮本大右・山本栄治・西原博之
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砥部町上原町 EPSM-M-７９７♂，EPSM-M-７９５♀，毛

皮標本．

宇和町明石 西原所蔵，本剥製．（現，西予市）

宇和町明間 西原所蔵♂，本剥製．アルビノ個体．

（現，西予市）

野村町蔵良 西原所蔵♀，本剥製．（現，西予市）

宇和島市柿原 ネイチャー企画所蔵 Nak-００３８８，

Nak-００３８９，毛皮・頭骨標本．Nak-００３９０，Nak-００３９１，

液浸標本．

アズマモグラ

Mogera imaizumii（Kuroda，１９５７）

面河村面河渓谷の関門（標高７００�，モミ・ツガ・広
葉樹林）で採集された１頭が，愛媛県唯一の記録である

（Abe et al.，１９７０）．四国では石鎚山系のほか，徳島県

剣山，高越山，大滝山などにコウベモグラの分布域に囲

まれた孤立個体群がある（阿部，１９９８）．

〈文 献〉

面河村面河渓（Abe et al.，１９７０）（現，久万高原町）

お わ り に

文献及び標本調査により，トガリネズミ，ニホンジネ

ズミ，ヒメヒミズ，ヒミズ，コウベモグラ，アズマモグ

ラの６種が愛媛県に生息していることが確認された．カ

ワネズミについては，第四紀の化石は発見されているも

のの，現生の標本は得られておらず，生息しているかど

うかは疑わしい．アズマモグラについても採集されたの

は１個体のみであり，分布など詳しい県内の生息状況は

不明である．トガリネズミ，ヒメヒミズ，アズマモグラ

は分布域が孤立しており，今後の保護対策のためにも早

急に生息状況を把握しておく必要がある．特に愛媛県南

部の鬼ヶ城山系，篠山など標高１０００�の山域ではこれま
で小型哺乳類の調査がほとんど行われていないため今後

の調査が望まれる．
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